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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

センター内の水田転換畑で、硫酸カリを施用し土壌の交換性カリ含量を変えたほ場で、Ｖ５期（本葉４～５

葉頃、播種後約１か月）とＲ６期（最大繁茂期頃,播種後約３か月）に大豆植物体を採取し、その放射性セシ

ウム濃度と大豆子実の放射性セシウム濃度を比較し、子実の濃度が生育初期に予測可能なことを明らかにし

た。

Ｖ５期の大豆植物体各部位と大豆子実の放射性セシウム濃度および、大豆植物体全体と子実の放射性セ(１)

シウム濃度に有意な相関がある。

Ｒ６期の大豆植物体各部位と大豆子実の放射性セシウム濃度および、大豆植物体全体と子実の放射性セ(２)

シウム濃度に有意な相関がある。

大豆植物体各部位と大豆子実との放射性セシウム濃度の相関を比較すると、Ｒ６期が高いが、Ｖ５期でも(３)

大豆子実の放射性セシウム濃度をおおむね推定することは可能である。

２ 期待される効果

(1) 初期に大豆子実の放射性セシウム濃度を推定することが可能となる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回試験を行った土壌は灰色低地土である。



Ⅱ 具体的データ等

図１ Ｖ５期の大豆植物体と子実のCs-137濃度 図２ Ｖ５期の大豆植物体全体(FW)と子実のCs-137濃度

＊子実の放射性セシウム濃度は水分15%に補正してある。 ＊子実の放射性セシウム濃度は水分15%に補正してある。

図３ Ｒ６期の大豆植物体と子実のCs-137濃度 図４ Ｒ６期の大豆植物体全体(FW)と子実のCs-137濃度

＊子実の放射性セシウム濃度は水分15%に補正してある。 ＊子実の放射性セシウム濃度は水分15%に補正してある。
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